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行 政 視 察 報 告 書
令不日7年  2月  0日

長浜市議会議長 高山 亨 様

長浜市議会議員

私が出席した次の行政視察の結果について報告します。

1.視察等名  令和6年度 恵風会行政視察研修

2.視察期間  令和7年 1月 30日 (木)～ 1月 31日 (金 )

3.視察場所及び目的

①東京都台東区役所                ,
台東区北都地域におけるジノベーシヨン型まちづくり事業について

②東京都千代田区厚労省医政局地域医療計画課地域医療構想推導室

長浜市の医療再編と地域医療の未来～厚労省の見解を踏まえた考察～

について             '
③掛川市・袋井市病院企業団立中東遠総合医療センター

異なる自治体間の病院統合の事例について

4。 調査内容感想等

①台東区北部地域におけるリノベーシヨン型まちづくり事業について

。視察の目的 i

ョ ン づ こついて の

記

ベ ー

の じ マ せ の こ

がどのよう 手法や考え で進 めてお れるのか教 ていただき ヤ` 6
が 、

・視察内容

ベ ー シ づ

づ

長 浜 市 議 会

つ い

マ ス

ヤ｀ し
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タープランにおける北部地域の将来像 枯 きつつ、「人々が共生 し住みイ動き続け

られる なまち |を 目指 してお られます∩

・北都地域は、戦後の復興期か ら高度経済成長期に、 日雇労働者が多 く集ま

ったまち(1万 5 千 人)

。今な 易宿所が 100 存在す る

イこよ してい

【台東区北都地区の現状】

窄 芦麦や窄 き店舗 が多数存存

少子高 ヒによるまちの活 イ氏下

区内他地域 と比べ地価が安い

マンシ ョン建設等の増力日

↓

活用可能な不動産が多数

変イ監が見えやすい

安 く借 りら る

新住 民流 入の期 待

【リノベーション型まちづくりのチヤンス】

事業の進 方

のアプローチを め、士れ域内での 自 々構筑_するぉ

・第カ 会『 ま ちセ ッシ ョン』 の 開 催

リノベーシヨン型まちづ りの先進的な 綿み狩テーマにした講泊会で

意 見

。琴手不日3 年度か ら計 5回開催

・『タイ トーキリズム』の発行

・『 ヒ都地域で働 く 木』の発行

スペースの運

力禾!1用 lノ た無料 の コー ヒースタン ドの譜晋 。子 どヰゝ向け工

シ ョ プ を 開 催

長 浜 市 議 会

作 ワ ― ク
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リノベーションの事業化に向けた支援

・活用 物件の情報発信

・ 区の する事業者による建築に するアドバイス

。活用 望者 との街歩 き及び物件 内覧のアテン ド

マ ッチングの成果

・活用 物件  5件 (6 の申し出 4件カミ成立

約 30組の カヽ ら問い合 わせ

その他 の 果 澁 して

。地域 民による交流 を と し ご飯会の発

。子育て 代の方による、子 ども向けワークショップの開催

・行政視察の結果を本市にどのように反映させるか

今回台 区担 当課の方の説 明をお聞き し、空き蒙や空 き民家の活 に姑する

強い思彰ヽを一番 に感 じま した

まずは、地域の皆さんとの を通 じて、この で何かをやつてみたい と考 え

ている方 と、 な資産を有効 に使 つて欲 しいと思っている方 とを繋 ぎ、うま く

背中を押 してあげようとされて彰ヽるイメ―ジを感 じま した。

民家の軒 などをお借 りして、職員さん 自らが無料 コー ヒー しつつ、人

の輪を作 られてお り、本 当に 晴 らしい事だ と思いますハ

今 回の研修か らも、大きくお金 をかけて進めるのではなく、小さくて辛ぅ、大き

な思い を 人を増やす ことが、将来のまちづくりを糸睦続していく とのなる

のだと、 く康 じましたぉ

②長浜市の医療再編と地域医療の未来～厚労省の見解を踏まえた考察～

・視察の目的

厚生労 をお伺い し、新 オk｀ 地域医療構想 を涌 じて

て詳 しく

・視察内本

F耳耳★ した し｀
^

長 浜 市 議 会

目指すべき 療 につい
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2040年イこイま、85歳以上を中心 とした高齢化 と生産人口の減少が想定され、生

べての 口

で減少、地方都市害Бでは高齢人 口が ると地域 と減少す る がある。

【医療と のイく夏合 ―ズが一層深 ま る 1

市 率 イま 年齢 が _ 卜が る とこつ れ 上 昇 し 4聟子と 85 歳 以 ヒで 卜鼻 す る ^

・85歳 上 の 人 口は 2040 年 とこ市可t十 て 引き締き士曽力Bが 甲∴入ま れ 、 磨 μ介語

の複合ニーズカミー層多くなることが想定 され る

在 高齢者 の要分語度 の 喜 因陀

。これ 一腔病院への入 が 、 存 事介誇高 喜介詰 店 を ぷせ る募宅 の

因となることが辛隧告されている。

入院料 別 の 浪院す樗加箪 姑象者 に l十 る 「i長院困難 な要の

・入退 加算の封象者 における「退院困難な要因」は、 町に構成割

合が異 る、魚 Jlナ十期一般 入 li「繋魚 入院である と |の害1合で
ミ恵 く、同

復期 リハ ビリテーション や地域包括ケア では「入院前に比べ ADLが

低下 し、退院後の生 必要であることJの割合が高い。

存 宅 医 療 の 幸 事 力供 給

に あ
ヽ

。在宅医療の需要とま、 2020年から2040 年 1こ かイすて需要が 5 上増加す る

二次 圏が 66あ るなど、,曽加 が 見込まれ る。

【外来 は、すでに減少 面 にある医療 多少い】が

・全 国での外来者教は、 5年にピークになり 65歳以上が 占め 害鴨卦イま糸L

続的に上早 し 2050年 1こ μオk｀ る とが 甲,泳 まれ る^約 6

【2050年以降、 人本オ確保 が す ます誤顧≧なる】

・2040 年 イこは就業者 が大 き ぐ減少す る中で、 療・福祉職種 の ι丈塀】んよ

り多 く必要 ≧なるハ

・診療所の医師は過半数が 60代以上であり、人口 20万人未満の二次医療圏

で 1ま、 60代 上の医師が 60%以上 を しめている∩

【地域 構想】

市 され る、高齢イ監に 止 り,曽大す る 医 夏要正

`

。今後

長 浜 市 議 会

紺 床 す るた め、病 床 の機
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含盟/刀＼イ隆°進量携 を涌 じて、管の高い効率的な医療提供体制の確イ果を 目指 し、地域

医療構想 を医療計画の記載事項の一つ として位置づけての取組 推進∩

。医療機 関の機能転換 。再編等は 閏の経営に大きく影響することから、

夕夕くの の理解が必要であ り、 成に時間を要 し、依然 として構想区

域 ごと 能ごとに必要量 との差異が生 じている中で、2040年頃に向けて、

医療需要のピ―クやその後の減少に 対応できるさらなる取組が求め られ る。

【目指すべき医療提供体制の 的な考え方】

日

がある∩このため、入院医 サで 漆 く、外 来 磨・存宅 戻療・ ,′ の i車携

を含め 地域における長期的に共有すべき医 のあるべ 会を目標

として 庚済 構 撫 力柿 晋 づ け るハ 口や 戻磨需蓼 の変イLに に紺応 で き

る よ り 、 な 戻 磨 圏 升 裏 六 木董根 戻域 会 議 の あ リナ等 カと十 る 甲 古 し

上で、医療・介語関係者、者卜道府県、市区町村等が連携 し、限 りある医療資源

を最適イヒ・効率化 しなが ら、「治す医療 |を担 う医療機 F美]と 、「治 し、支 える医

療 |を う戻療榔錦半耳の役害1 力 明確 イ監し 「 の 医療・介 謹 棒 僕

体制を 築す るとある。

・地域の点者、要分語者 を え られ る地域全体 券秘莉敵し 構 撫

や存 宅医療等 の 宅戻療等 の医療・介語需要 の指大等、2040 年 頃

を見据 えた に封応す るため、入院イこ眼らず医療提供体制全体を姑象 とした

地域医療構想を策定す る∩

。今後 。再編・集約化 をイメ―ジできる医療機関機能に着目した医療提

供体制の構築

病 能 だ ↓サで な く、斧毀 朝 戻済 の裸供 、高 魚 の 琴 け 冊、 牢 戻療得

供 の拠 等 、士仲域で求 め ら ノる戻疼継 闇 や、膝 支 え 戻の |力構 築

す る∩

。限ら たマンパ ワーにお る 、 よ り効率的な 磨裸供体御Iの構築

医療機 DX やイ重Iき 方改革 の政細 、すれ域 の医療 棟携協 力等・介諮 の

生産性 を向

長 浜 市 議 会

i誦 じて

させ、持続可能な医 モデルを確立する。
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・行 の結果を本市にどのように 映させるか

「治す医療Jを担 う医療機関 と、「治 し、支える医療」を担 う医療機 の役割

分担 明確化 し、「 |の を構築す るとの説明を

受け、 のあ り方 直面す る地域の れか らの課題 を、しっかりと

マッチングさせ る必要性 を じました∩

③異なる自治体間の病院統合の事例について

。視察の目的

企 業 方式によるに る穏 営 ″行 っ お 姑れ る病院62 市 それ ぞれ の 立病 院

が、どの うに統合 したのか。そ して現在の運営 はどうなのか、しっか りと

伺いたい ハ

・視察内熔

掛 )||・ 袋井両市立 において、施設 の老朽化や医師不足の課題があつたとの

れ らは、診療科 の縮小や病棟 の開 銀 に よ る、経 の 票イヒの不安が考 身 らこと∩こ

れ、地 市では医療 が社会 問題化 してい る中、統 オF どできるわ が ′Fぃ

と厳 しヤヽ 布斎々 受ける中で、 川市・袋井市の病 が始まつた とのことです。

流 れ しては、当初それぞれの病院の鮮て替 えを視野に議論 され、 医科大

学 の か お縮合再編 の繰 家 ↓対 し 経験者、医療 標 者 幸、 れ に .鼠 、 両

市 ともに近隣病院 との が望ま が され、「掛サ| ・袋井市い との煮見

新 病 議会設立 |
》 澄 支 したハり

特 に 顕に対する 貧 ルして、市 協議状湖!務
テ市民 新 F耳日、の 感情 に対 し、

レビに べ 広 シンポ の

窮状況が市民に伝わった とのことぉ

「医

合の資義 を認 め、 の全面的な協 が得 られた。

「 Fチ子|

る決 着常三者裁 庁に

長 浜 市 議 会
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「常鰹& 甫員|

地方公営企業法の 滴用により企業団へ(公務 員)

「負担 合 |

両市長、 員の絶対に浩せないという青 志

地方 企業法の一 滴用病院 (一 合)は 向が続いてお り、2016

年以降は、全部適用 団)が一部適用 を上回っている

管理者 と企 岳 の 鷺い |

。事業管理者

地方公営 法 との病院 とする しての権 の ヌ
^が

にお と

与 え られ る∩

あくまで 地方公共団体の長は首長である

・企業長

病院事業にお る管理者 しての権 限が与 え あ財tど'と 辛ゝ 1こす

企業長は 方 公 共団体 の としてのホ牽限 併 せ 持 つ

【企業 としての経 形態】

。 「と金主喜晩商用 | イま、 自 性をより発揮させたいのであ ば一部適用 より有利 で

ある。

。「地 芳れ浅 l ιよ、 自往 J卜牛率 種 に が、非公絡
'′

澄 る μ 、 狩有″準

消 し 涯ヽ彩多イ子でき セ ハヽー‐ドル が る^一宰類`構の 白治体病院に多ヤヽ

ヤ

° 「ハ止 業岡 |は、全摘、士十

“

方独法の優 特徴 冷併せ ち、一つの自 体 に縛

られない組織 であるぉ

とのほ ど良い があ り、必要な支援が受け 端れ る一方で、「企業長 |

の力が発揮しやすく、再編・統合が な地域に適 した経営形態である n

【成功へ導 くための 】

1、ナ和域 医療への青 献

2 誇 りど′イ動きがセヽが る病院持 て の捨II浩

3 日本 トップクフ ス の 臨 院 狩 目指す

【組織戦 】

、澤務 させ る1 目標 を明示 し

長 浜 市 議 会
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2、 具体的 目標 を明示

3、 新企業長が中期 目 を設定

4、 全職 員へ浸透 させ る

5、 戻 師 こ幸、澤務 させ

【経営 】

1、 経 営 の 専門菩Б署 を 晋

2、  とイこかくら南益を増やそ う

3、 効果抜群の取 り組み

4、 診療科のヒアリング

5、 看語師の理解が効 大

【病院統ハ の成果】

1、 戻師教 大幅増加が

2、 医療の質が格段に向上

3、 断 らない救急が実現

4、 病院経営力が想定を超 えて向上

5、 災害医療拠点が確立 し、防災力が強化

・行政視察の結果を本市にどのように反映させるか

2つの市の公立病院 統合す るまでの協議 において、最岸も大切にされた と

が、丁寧 な説明 と、お互いが不濃転 の黒ヤヽで縮合 に 向 カゝ う》 うヽ決煮 で ったとヤ

のことです。

今回、 業 とい う経営 であるが、形態に って運営の善 し悪 しが決まる

のではなく、トップの考え方 その運営の方法。 く方々の、それぞれの役害Jの

理解 と だ と感 じま した。

長 浜 市 議 会


